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論文の内容の要旨
　オフィオライトとは海洋プレートの上部をつくる玄武岩質岩石と超苦鉄質岩石である。佐藤暢氏は研究例の少
ない前弧域のオフィオライトのうち，環太平洋地域の主要なもの，即ち房総半島の嶺岡帯，三浦半島の葉山帯，
伊豆一小笠原一マリアナ海溝前弧域，トンガ海溝前弧域等の諸例について，主として超苦鉄質岩類の蛇紋岩化作
用と変形作用を研究し，さらにそれらの例をオマーンなどの陸上のオフィオライト岩体やHess　Deepにおける現
世の例と比較し，前弧域オフィオライトの形成の条件とプロセスを明らかにし，そのテクトニックな意義を論じ
た。
　前弧域オフィオライトは環太平洋地域に様々なものが知られているが，本研究によって，トンガ前弧域に代表
される層状のものは，ほぼオマーンのオフィオライトに対応された。もう一方は，強く勢断されたもので伊豆一
小笠原一マリアナ前弧域の蛇紋岩ダイアピルが知られ，一部堆積性であることが知られていた。嶺岡および葉山
帯のものは，伊豆弧の北方延長にあたることや産状から伊豆一小笠原一マリアナ前弧域のものに対応するとされ，
勢断作用の後，ダイアピリズムによって海底に現れた堆積性蛇紋岩であると考えられていたが，本研究における
産状および構造についての詳細な検討から，従来の見解を否定することができた。即ち，破砕状のものは構造的
なカタクラサイトであり，火成岩の産状を残していることから，構造性と結論した。また嶺岡帯の一部のものは
巨大な玄武岩をもつ勢断を受けた蛇紋岩メランジュと考えられていたが，変形は弱く，断層は玄武岩の境界に限
られ，全体の岩体は層状であると考えるべきだとした。
　一方，以上の諸例について蛇紋岩化作用とそれに伴う変形作用のステージを解明し，それらのプロセスを明ら
かにした。新しい発見は最初のステージの蛇紋岩化作用によって形成されるkeme1paをtem構造であり，その後
に全体が蛇紋岩化する2度目の蛇紋岩化作用が明らかにされた。一方，これらの地域の蛇紋岩には伊豆一小笠原
一マリァナ前弧域を除き硫化鉱物が含まれるが，それらは嶺岡帯やトンガ前弧域では低い硫黄と酸素のフユガシ
ティーのもとに変質を受けていることが示された。変形作用としての角礫化作用は，2回目の蛇紋岩化作用時の
ものと，その後のステージのものに区分された。これらと既に研究されている周辺の玄武岩の化学組成と年代と
の比較から，これらの前弧域オフイオライトの搬入機構を，蛇紋岩と玄武岩類が板状にのしあげたとして考える
べきだとした。
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審査の結果の要旨
　本研究では蛇紋岩化作用と変形作用に焦点をあて，従来ほとんどなされなかった前弧域のオフィオライト中の
鉱物および構造の記載を示し，それらの作用のプロセスを解明し，環太平洋全体にわたるテクトニクスにおける
意義を与えたことは，プレート沈み込み帯のテクトニクスを理解する上で価値ある研究と認められる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一234一
